
第
二
斎
場
建
設
促
進
を

         

も
と
め
る
陳
情

9月議会9月議会

全
会
一
致
で
採
択

　

馬
込
町
会
ほ
か
5
町
会
共
同
で
出
さ

れ
た
標
題
の
陳
情
が
、
市
民
環
境
経
済

委
員
会
で
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
参
考
人
と
し
て
出
席

し
た
馬
込
町
会
長
さ
ん
か
ら
「
葬
儀
件

数
が
増
加
し
、
参
列
者
の
車
の
増
加
、

臭
気
、
燃
焼
音
等
に
よ
り
近
隣
居
住
者

は
耐
え
難
い
迷
惑
を
被
っ
て
い
る
。
八

千
代
市
に
建
設
予
定
の
第
2
斎
場
の
建

設
が
、
予
算
が
計
上
さ
れ
て
も
執
行
さ

れ
ず
に
、
二
年
以
上
経
過
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
経
過
に
つ
い
て
、
馬
込
斎
場

周
辺
町
会
に
は
、
何
の
説
明
も
な
い
こ

と
に
強
い
不
信
感
を
持
っ
て
い
る
。
早

急
に
建
設
を
進
め
て
ほ
し
い
。」
な
ど
の

意
見
陳
述
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

馬
込
斎
場
は
、
四
市
事
務
組
合
（
船

橋
市
、
習
志
野
市
、
八
千
代
市
、
鎌
ヶ  

谷
市
で
構
成
）
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

火
葬
炉
15
基
で
、
年
間
火
葬
件
数
が
平

成
26
年
に
は
約
8
5
0
0
件
と
予
想
さ

れ
、
火
葬
能
力
を
超
す
見
込
み
で
す
。

　

四
市
事
務
組
合
事
務
局
長
は
、
「
第
2

斎
場
建
設
ま
で
の
間
、
現
在
の
1
基
の

火
葬
件
数
を
一
回
増
や
し
、
友
引
日
で

も
火
葬
す
る
な
ど
の
対
策
で
つ
な
い
で

行
き
た
い
。
第
2
斎
場
は
、
八
千
代
市

内
に
15
基
の
火
葬
炉
を
平
成
31
年
に
完

成
さ
せ
る
こ
と
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

平
成
25
年
度
、
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
も

す
で
に
行
っ
て
い
る
。
用
地
取
得
に
つ

い
て
は
、
地
主
さ
ん
の
了
解
は
得
ら
れ

て
い
る
。
今
後
第
2
斎
場
建
設
協
議
会

が
設
置
さ
れ
る
の
で
、
そ
こ
で
の
地
元

要
望
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
建
設
を
進

め
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　　

四
市
組
合
は
、
10
月
7
日
に
四
市
組

合
議
会
で
報
告
し
、「
対
策
の
地
元
説
明

に
当
た
っ
て
は
、①
四
市
組
合
議
会
で
確

定
し
た
計
画
で
あ
る
こ
と
、②
馬
込
斎
場

周
辺
に
対
し
、
火
葬
の
際
の
臭
い
な
ど

影
響
を
小
さ
く
す
る
こ
と
、③
四
市
市
民

の
利
用
に
あ
た
っ
て
、
控
室
増
設
な
ど

で
不
便
さ
を
少
な
く
す
る
こ
と
」
の
了

解
を
得
た
う
え
で
、
馬
込
町
会
等
へ
の

説
明
を
し
て
い
き
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

陳
情
は
、
9
月
27
日
の
本
会
議
で
も

全
会
一
致
で
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
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馬
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四
市
組
合
議
会
後
行
い
た
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北
総
線
の
沿
線
自
治
体
は
、
北
総

鉄
道
に
年
3
億
円
の
補
助
金
を
支
出

し
て
い
ま
す
が
、
2
0
1
4
年
で
支

援
期
間
の
5
年
間
が
終
了
し
ま
す
。

　

2
0
0
9
年
11
月
に
県
と
沿
線
自

治
体
（
合
併
で
現
在
6
市
）
が
、
運

賃
を
平
均
4
・
6
％
引
き
下
げ
る
こ

と
で
鉄
道
会
社
と
合
意
し
、
値
下
げ

に
よ
る
年
間
6
億
円
の
減
収
分
を
自

治
体
と
北
総
鉄
道
で
折
半
し
、
沿
線

自
治
体
は
年
間
3
億
円
を
負
担
し
て

き
ま
し
た
。
船
橋
市
は
年
間
6
0
0

万
円
で
す
か
ら
、
5
年
間
で
3
0
0

0
万
円
に
な
り
ま
す
。

北
総

鉄
道
利
用
者
に
高
額
な
運
賃
が

押
し
つ
け
ら
れ
な
い
対
応
を
！！

　

こ
の
合
意
書
の
中
で
「
支
援
期
間

が
終
了
す
る
2
0
1
5
年
度
以
降
に

つ
い
て
は
北
総
鉄
道
の
経
営
状
況
を

勘
案
し
、
安
定
的
な
運
賃
体
系
が
継

続
で
き
る
よ
う
、
関
係
者
間
で
協
議

す
る
も
の
と
す
る
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

支
援
期
間
の
終
了
が
近
づ
く
中

で
、「
沿
線
自
治
体
が
補
助
金
を
継

続
で
き
る
の
か
、
今
年
度
中
に
結
論

を
出
し
て
ほ
し
い
」
と
北
総
鉄
道
が

県
に
申
し
入
れ
、
沿
線
自
治
体
が
補

助
金
を
継
続
し
な
け
れ
ば
、
現
在
の

運
賃
を
引
き
上
げ
る
こ
と
を
示
唆
し

て
い
ま
す
。

「
現
状
の
値
下
げ
幅
を
継
続
す
べ
き
。

　
　
　
　

原
資
は
鉄
道
会
社
の
負
担
」
と
松
戸
徹
市
長

「
運
賃
が
元
に
戻
さ
れ
る
の
は
困
り
ま
す
」
が
住
民
の
声

　

新
聞
社
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
、
松
戸

徹
市
長
が
標
記
の
回
答
を
さ
れ
た
と

報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

藤
代
市
長
時
代
に
補
助
金
が
決
め

ら
れ
、
支
出
が
現
在
ま
で
続
い
て
い

ま
す
が
、
松
戸
市
長
が
「
2
0
1
5

年
以
後
、
補
助
金
は
出
さ
な
い
」
と

方
向
転
換
し
た
根
拠
を
き
い
た
と
こ

ろ
、
企
画
財
政
部
長
か
ら
以
下
の
よ

う
な
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
同
鉄
道
の
経
営
状
況
は
、
現
在

も
約
8
7
9
億
円
の
有
利
子
負
債
を

抱
え
て
い
る
が
、
損
益
収
支
に
つ
い

て
は
、
平
成
12
年
度
（
2
0
0
0
年
）

に
黒
字
に
転
換
し
た
。
合
意
書
を
締

結
し
た
平
成
21
年
度
に
は
約
52
億
円

あ
っ
た
債
務
超
過
額
も
、
平
成
24
年

度
（
2
0
1
2
年
）
に
は
解
消
さ
れ

て
い
る
。
平
成
24
年
度
決
算
で
は
、

当
期
純
利
益
が
約
27
億
円
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
、
平

成
27
年
度
（
2
0
1
5
年
）
以
降
は

現
行
運
賃
を
会
社
の
経
営
努
力
に

よ
っ
て
続
投
で
き
る
と
い
う
判
断
の

も
と
に
、
補
助
は
し
な
い
と
い
う
結

論
を
今
、
出
し
て
い
る
」

　

北
総
鉄
道
と
自
治
体
の
微
妙
な
関

係
に
つ
い
て
の
報
道
に
接
し
た
沿
線

住
民
か
ら
は
、
「
運
賃
が
元
に
戻
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
不
安
の
声

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

「
利
用
者
に
高
額
な
運
賃
が
押
し

付
け
ら
れ
な
い
よ
う
、
北
総
鉄
道
と

の
合
意
を
ど
の
よ
う
に
図
る
か
」
と

い
う
問
い
に
つ
い
て
も
市
は
、
「
鉄

道
事
業
は
民
間
企
業
と
は
い
え
、
極

め
て
公
共
性
の
高
い
も
の
で
あ
り
、

運
賃
の
引
き
下
げ
を
継
続
す
べ
き
と

い
う
こ
と
が
基
本
的
な
考
え
だ
。
こ

の
考
え
の
も
と
に
、
協
議
に
の
ぞ

む
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
利
用
者
に
高
額

な
運
賃
が
押
し
付
け
ら
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
皆
さ
ま
と
力
を
合
わ
せ

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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